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　目的　むれない。漏れない素豺はおむ~> t)バ゛－と7)理拠､7)攻能である。それに近いので‘は

なしヽかと者えられる新素材c ゴアテッワス)が誕生した。乳児用カバーてヽヽは着用者が物吉

わ必ためレ着用劣左把握7-ヽきないZ と、病人用あるいは高冷着用パ'ンツもこうした性能左

<st摯とする場合か吻く出T ＜ると考之られる(7)
7".大人用ﾉ？ンヽｿの研呪O)緒となるz とも

考え、素材(7)痘遥挫と力/ぐ一内遥湿度(ﾌ)状旅左いくつか(7〉素材を使っ了破討してみた。
　方法　試料ほもネル・通気防水合座・不通気合繊。ゴアテック又T'ヽある。実験方去は、

①素豺・透湿岨は、J ＩＳＩ 0 I ９のズリヤス生地試験地の連湿串刺包・J 1 S 2 2 O 2

2 のと装材料の防湿(7)£湿皮潮免()基準を準用しz、透違カップ・からﾌ)水分蒸発量を30分

毎に浄丿之した。②おむつとカバーカヽらO)水分聘勣は、ボディに-:≪れたおむつと力/ぐ一差着

叢させ、2C分毎に水分蒸禿量左晋丿吏した。③羞用中0) A-むつ0)むれは、雌雄着床人す引こ

おむっとカ/＼'一左羞被さ也、カノぐ一向違湿度を溥涜した。
　耘果　①素訂でヽは。補導状旅に乱丁る透湿率は通気助フK合綸≧毛ンゴアテヽバフスr. 湿

方に素淑左直持触れ^せた場合、著しい差はなかっ1zが.コアラッワスン延気合繊ン毛の

順となった。②おむつとカバ゛－からの水分将勧は、30±I °C・RHS5±2 ％でヽ3)ccのぬれ

てl時間経過後の蔵禿量ば毛び最少となった｡(1)着用中のおむつ内温進度は、禰嘩状応で

排尿しない場合バfa気合繊か/ぐ-ば温湿虜ども無くな･ﾉ, 島竃島湿となるび、ゴアテッ

クス＼3.温度o>上昇も少なく湿度も友哨に低下し. 不重気合繊力ぐ- を奢装レた場合に比ぐ.

不峡抱､は全く旅じられなか-, r=。


